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f [pixel]，視点から放水開始地点までの距離を z0 [pixel]，放水角
度を  [deg]とする．視点の水平方向を x軸，垂直方向を y軸，奥
行き方向を z 軸とする．液体径 R [pixel]の液体が x = mv;mv
に存在するとき，投影面においてそれぞれ x = md; nd に投影
されるとする．図 1に透視投影図を示す．このとき zm; zn は式
(1),(2) で算出できる．x = md; nd に投影される液体径 rm; rn
[pixel]はそれぞれ式 (3), (4)で算出できる．放水角度  [deg]は
式 (3), (4)を用いることで式 (5)によって算出できる．
zm = z0  mv  tan  (1)
zn = z0   nv  tan  (2)
rm =
R f
z0  mv  tan  (3)
rn =
R f
z0   nv  tan  (4)
 = arctan

(rm   rn) z0





x = u列における近似曲線の法線上に存在する白色画素から ru
を探索する．ru と放水角度  を用いて Ru [pixel] を式 (6) に
よって算出し，Ru の最大値を iフレームの液体径とする．
Ru =

















始地点とし，放水角度  が  30～30 [deg]の範囲で 10 [deg]ご











放水角度 [deg] 従来手法 [%] 提案手法 [%] 推定  [deg]
30 226.3 40.4 24.8
20 138.5 33.1 18.8
10 40.9 3.0 11.3
0 6.5 6.2  1:8
 10 18.7 8.3  9:0
 20 207.4 86.5  13:5
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